
第 16回上田市公共交通活性化協議会 議事録 

■日  時：平成 28年 12月 16日（金） 午後 1時 30分 

■会  場：上田駅前ビル パレオ 2階会議室 

■参加人数：委員 20人、事務局 11人 ※㈱地域総合計画 2人（徳武様、野竹様）含む 

 

会長あいさつ  上田市政策企画部長 西入会長 （以下 西入会長） 

 

変更役員紹介  事務局（上田市政策企画部交通政策課 高木課長 以下 高木課長） 

新任役員として、豊殿地区循環バス運営委員長 谷澤和夫様 

 

議題 

（1）上田市地域公共交通網形成計画（素案）について 

事務局（上田市政策企画部交通政策課 朝日係長 以下 朝日係長） 資料 1 資料説明 

 

質疑応答  

（質問 1 上田市自治会連合会 上田地域代表 林千尋様） 

 ①モビリティマネイジメントと②ODデータとはどのような意味なのか。 

  素案は全体的に良く出来ている。 

（回答 1 事務局 朝日係長） 

① 公共交通の利用促進に対する啓発事業。自発的に公共交通を利用してもらうための利用促進の

啓発活動。例：バスの乗り方教室の開催、キッズパス事業など。 

② どのような人がどこで乗って、降りて、どのような目的で公共交通機関を利用していたのかと

いうことを調査したもの。（起終点の調査。） 

 

（質問 2 長野県タクシー協会 田中様） 

 ① P2の「計画と目標」の中で路線バス利用者を現段階より 1.5倍を目指すとあるが、運賃低減バ

スを導入した際に企業などにマイカーではなくバスを利用するよう PR すると言っていたが、

まずは市の職員が率先して実践した方が良いのではないか。この先、目標を達成するためには

そのような細かい努力も必要なのではないか。 

②  P4の「観光客への配慮」の中で乗務員の育成とあるが具体的にはどのようなことか。 

（回答１ 事務局 高木課長） 

① 運賃低減バスがスタートしてから、市の職員も極力公共交通を利用するようにと啓発している

が、全体的には弱いと感じている。今後も目標に向けて、市の職員が率先して利用して市民の

見本にならなければならないと考えている。 

② あくまでも公共交通に対する目標、指針であるので具体的には決まっていない。 

今後は、どのようなことが出来るかを事業者と協議していきたい。 

 

他質疑応答なし 

 

承認 

 

 



（2）ゆきむら夢工房線・真田の郷周遊観光バスについて（資料２） 

上田バス株式会社 舟見常務 資料 2 資料説明 

※真田の郷周遊観光バス実績（平成 28年 3月から平成 28年 11月） 

 135日間運行  利用者数 52,600人  1日当たり 160人  1便当たり 10人以上 

 

質疑応答なし 

 

承認  

 

（3）丸子地域循環バス「まりんこ号」の発着点等の変更について 

事務局（丸子地域自治センター 丸子地域振興課 手塚課長） 資料 3 資料説明 

 

質疑応答なし 

 

承認 

 

（4） その他 

ア．「佐久長野高速バス（長野特急線）」廃止について 

事務局（高木課長） 

5 月に開催された協議会にて廃止の申し出があった長野特急線について、協議会終了後に長野県を中

心に沿線自治体と協議した結果、国県補助の対象に該当しないことや沿線自治体からの補助も得られ

ないことから平成 28年 10月 1日に路線廃止となった。 

 

イ．路線バス「佐久上田線」について 

事務局（高木課長） 

長野特急線と同様に 5月に開催された協議会にて路線廃止の申し出があった。こちらについても協議

会終了後に長野県を中心に沿線自治体と共に路線存続に向けた協議を進めてきた。佐久上田線につい

ては、国県補助の対象路線となっていることと、事業者の赤字部分を沿線自治体で補助する見通しが

立ったことから、多少の減便にはなるが平成 29 年 4 月以降の継続運行に向けて運行事業者である千

曲バスと沿線自治体にて対応を進めている。ダイヤ変更については、期限等の関係から書面での協議

になる場合もございますでご承知いただきたい。 

 

ウ．「運転免許証自主返納制事業」について 

事務局（高木課長） 

議題 1 の中でもご説明したとおり、上田市地域公共交通網形成計画（素案）の「本計画の概要」第 7

章（目標達成のための事業・施策）の 1つとなっている。メディア等で連日報道されている高齢者の

方の交通事故が社会問題になってきているため、運転免許証を自主的に返納した方へタクシー券の配

布を考えている。これにより免許証の自主返納を促し高齢者の交通事故を防ぐとともに外出しやすい

環境を整え、その後の交通手段として公共交通を利用していただき、いつまでも健康で自立した生活

を送っていただくための制度であると考えている。現在 4月からの実施に向け、長野県タクシー協会

上小支部の皆様と協議している。 

 



質疑応答なし 

 

承認 

 

その他、事務局以外からの報告事項なし。 

 

閉会 西入会長お礼 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


